
R a c i n gOZOZ
　

F
1
を
は
じ
め
と
す
る
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
レ

ー
ス
か
ら
ツ
ー
リ
ン
グ
カ
ー
、
さ
ら
に
は

W
E
C
、フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
E
、イ
ン
デ
ィ
、

W
R
C
な
ど
世
界
の
ト
ッ
プ
カ
テ
ゴ
リ
ー

及
び
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
へ
ホ
イ
ー
ル
を
供
給
し

て
き
た
の
が
イ
タ
リ
ア
の
名
門
、
O
Z
レ

ー
シ
ン
グ
。

　

ラ
リ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
4
×
4
は
約
30
年

前
、
ジ
ム
ニ
ー
を
は
じ
め
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ

ー
、
サ
ー
フ
、
パ
ジ
ェ
ロ
と
い
っ
た
本
格

4
W
D
車
向
け
に
展
開
さ
れ
た
モ
デ
ル
。

W
R
C
マ
シ
ン
の
グ
ラ
ベ
ル
用
と
し
て
生

ま
れ
、「
O
Z
＝
ラ
リ
ー
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
決
定
づ
け
た
伝
説
の
1
本
で
も
あ
る
。

そ
の
象
徴
的
存
在
が
、
つ
い
に
ジ
ム
ニ
ー
様

と
し
て
復
活
。
こ
れ
は
見
逃
せ
な
い
。

往年の意匠を受け継いだ
レトロで躍動の1ピース

フローフォーミング製法採用で軽量化も実現

OZOZ R a c i n g
オ

ー

ゼ

ッ

ト

レ

ー

シ

ン

グ

問オーゼットジャパン　http://oz-japan.com

 F1をはじめとするモータースポーツシーンで輝かしい実績を誇るOZレーシング。 
 その代表作である、WRCマシンの足元を支えた不朽の名作がついに復活。 

往年の名作が
ジムニーで復活
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し
か
も
リ
モ
デ
ル
版
と
な
る
現
在
の
ラ
リ

ー
レ
ー
シ
ン
グ
で
は
な
く
、
往
年
の
旧
ラ
リ

ー
レ
ー
シ
ン
グ
の
デ
ザ
イ
ン
を
忠
実
に
再
現

し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
歴
史
的
な
側
面
か
ら

も
優
越
度
は
満
点
だ
。

　

こ
の
ジ
ム
ニ
ー
専
用
モ
デ
ル
は
ジ
ャ
パ
ン

ク
オ
リ
テ
ィ
の
代
表
格
で
あ
る
エ
ン
ケ
イ
が

製
造
を
担
当
す
る
が
、
開
発
に
あ
た
っ
て
は

イ
タ
リ
ア
本
国
と
何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を

重
ね
、
ジ
ム
ニ
ー
に
最
適
な
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン

グ
と
往
年
の
デ
ザ
イ
ン
を
突
き
詰
め
た
。

そ
の
レ
ト
ロ
で
機
能
美
あ
ふ
れ
る
ス
タ
イ
リ

ン
グ
は
、
い
か
に
も
ラ
リ
ー
風
で
躍
動
感
が

バ
ツ
グ
ン
。
サ
イ
ズ
に
よ
っ
て
異
な
る
フ
ェ

イ
ス
形
状
を
採
用
す
る
な
ど
、
ジ
ム
ニ
ー
だ

け
の
特
権
も
備
わ
る
。

　

ち
な
み
に
リ
ム
成
型
に
は
最
新
の
フ
ロ

ー
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
製
法
を
採
用
し
て
お
り
、

鍛
造
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
軽
量
性
と
剛
性

も
確
保
。
ラ
リ
ー
仕
様
で
ぜ
ひ
使
い
た
い
。

	 COLOR  レースホワイト、ダークグラファイト、マットブラック、マットブロンズ 

	 SIZE	 INSET	 HOLE	 P.C.D	 PRICE
	  16×5.5J 	 20	 5	 139.7	 4万7300円  
	  16×6.0J	 -5	 5	 139.7	  4万8400円 

R a l l y  R a c i n g  4 × 4
S P E C I F I C A T I O N

ラリー レ ー シ ン グ ４×４

レ
ー
ス
ホ
ワ
イ
ト

マ
ッ
ト
ブ
ラ
ッ
ク

マ
ッ
ト
ブ
ロ
ン
ズ

ダ
ー
ク
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
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本格的なラリー仕様とはベクトルが異なる「も
うひとつのオフローダー史」を空想してデザイ
ンされた仕様。丸目と角フォグが絶妙だ。

どこかノスタルジックな装いとなるアルマータ
に、往年の旧ラリーレーシングの意匠を再現し
たホイールは好相性。色味もイタリアだ。

ダムドが装着したのは
新色のマットブロンズ。
OZレーシングのブラッ
クレタリングが印象的
で、レトロ感とスポー
ティさが同居する。

⃝タイヤ：トーヨータイヤオープンカントリーR/T　225/70R16
⃝ホイール：ラリーレーシング4×4　16×6.0J -5  マットブロンズ

　2024年の東京オートサロンで1980年代にWRCで活躍したルノー5、ランチア
デルタをモチーフとした「リトルサンク」と「リトルデルタ」を発表したダムド。OZと
のコンプリートカープロジェクトの一環なのだが、さらに今年はノマドをベースとし
た「アルマータ」も誕生させた。テーマは「イタリアのオシャレなラリーカー」。面
高代表は「OZのブランド力と性能はダムドのイメージにバッチリ」と太鼓判。

オシャレなイタリアの
ラリーカーをノマドで表現

DAMDDAMD ダ

ム

ド

https://www.damd.co.jp

R a l l y  R a c i n g  4 × 4

M a t t  B r o n z e  M a t t  B r o n z e  
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ダムドとカスケイドロックスのデモカーはノー
マル車高だが、AVOの車両は1インチのリフト
アップ仕様。アゲた姿もOZはお似合いだ。

ホワイトカラーにレッドの文字はス
ポーティでOZらしいあしらい。ラリー
で活躍したランチアデルタ意識のリ
トルデルタに好相性だ。

ホイールのレタリングと
タイヤのホワイトレター
はくどいかと思ったが、
やってみると気になら
なかったそう。むしろ
逆にカッコいい。

約50psのパワーアップ
を達成することができ
るシエラ用のターボキッ
ト。見た目だけでなく走
りの性能も高められる
のがAVOの仕様だ。

実はこのシエラは女性
スタッフが乗っている
そう。バンパーやフェ
ンダーが黒なのに合
わせてラリーレーシン
グ4×4もブラックに。

⃝タイヤ：BFグッドリッチオールテレーンT/A K03　225/70R16
⃝ホイール：ラリーレーシング4×4  16×6.0J -5　レースホワイト

⃝タイヤ：トーヨータイヤオープンカントリーM/T� 225/75R16 
⃝ホイール：Rally Racing 4×4� 16×6.0J -5   マットブラック

　アウトドア志向のカスタムカー製作を得意とするカス
ケードロックスは、ダムドのコンプリートカー販売店。この
ノマドはこれからダムドのリトルデルタ仕様で作り込むた
め、それを踏まえてまずはOZのラリーレーシング4×4を
投入した。岩崎店長は「ラリーと言えばやっぱりOZレー
シング。ホワイト地にレッドの文字は刺さります」。

リトルデルタ化を
視野にOZを装着

　オーストラリアのタービン専門メーカーであ
るAVOターボワールド。海外でもシエラは
人気なのだが「あまりにも走らないのでター
ボキットが欲しい、との声に応えて開発しまし
た」と江角代表。約50psの出力アップが可
能で、ダムドのボディキットとOZのホイール、
AVOのターボを組み合わせたコンプリート
カーを世界相手に販売中。

シエラ用の
ターボキットで
馬力も底上げ

CASCADE ROCKSCASCADE ROCKS
カ

ス

ケ

ー

ド

ロ

ッ

ク

ス

https://cascaderocks.tokyo

AVO TURBO WORLDAVO TURBO WORLD
A
V
O
タ
ー
ボ
ワ
ー
ル
ド

https://www.avoturboworld.jp

R a l l y  R a c i n g  4 × 4

R a c e  W h i t eR a c e  W h i t e

R a l l y  R a c i n g  4 × 4

M a t t  B l a c kM a t t  B l a c k
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